
感染症定期報告に関する今後の対応について 

 

 

１ 基本的な方針 

 

 運営委員会に報告する資料においては、 

（１） 文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。 

（２） ８月の運営委員会において、国内の輸血及び血漿分画製剤の使用した個別症例の

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ

と。 

 

２ 具体的な方法 

 

（１） 感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ

うにする。 

① 研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第２）及び該当文献を添付した

「資料概要Ａ」を事務局が作成し、送付する。 

② 感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血漿分画製剤の使用による症例

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第４）をま

とめた「資料概要Ｂ」を事務局が作成し、送付する。 

③ 感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血漿分画製

剤の使用による感染症症例については、「感染症報告事例のまとめ」を提出するこ

とから、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が

資料を作成する。 

（２） 発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、緊急

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討

を行う。 

（３） 資料概要Ａ及びＢについては、平成１６年９月の運営委員会から試験的に作成し、以

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。 
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感染症定期報告概要 
 

（平成２０年７月１５日） 
 

平成１９年３月１日受理分以降 
 

Ａ 研究報告概要 
Ｂ 個別症例報告概要 
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Ａ 研究報告概要 
 
 

○ 一覧表（感染症種類毎） 
○ 感染症毎の主要研究報告概要 
○ 研究報告写 

 
 
 研究報告のまとめ方について 

 

１ 平成２０年３月１日以降に報告された感染症定期報告に含まれ

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要

一覧表を作成した。 

 

２ 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の

内容を添付した。 
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感染症定期報告の報告状況（2008/3/1～2008/5/31）　　　　　　　　　　　　　　 

血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80033 2008/
03/18

71045 Ａ型肝炎 第55回日本ウイルス学会
学術集会　2P213

遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱や加圧による不活化効
果を検討した。25%アルブミン存在下60℃10時間加熱処理または室温下300～
420MPaの1分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化効果に差が
見られた。Validation試験に使用する株として、加熱や加圧で不活化されにくく細
胞で良く増殖するKRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新規不
活化法を導入する場合にはValidation試験に使用する株を適切に選定する必要
がある。

型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 遺伝子型 異なる複数 細胞馴化株における加熱や加圧による 活化効型肝炎 第 回 本ウイ 学会 遺伝子型 異なる複数 細胞馴化株における加熱や加圧による 活化効型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ80100 2008/
05/30

80207 ＢＳＥ OIE／World animal health
situation　2008年3月31
日

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から国際獣疫事務局(OIE)
に報告された畜牛におけるBSE症例数である。2006年は、スペイン68頭、アイル
ランド41頭、ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10頭、フランス8
頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーお
よびオランダ2頭、スロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年には、
これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。

1

80100 2008/
05/30

80207 ＢＳＥ OIE／World animal health
situation　2008年4月17
日

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局(OIE)に報告されたBSE数である。
1987年以前は英国全体で446頭であったが、1992年には37280頭となった。その
後、減少し、2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報告されてい
る。

2

80054 2008/
04/11

80053 Ｂ型肝炎 Transfusion 2008; 48:
286-294

最小感染量を求めるために、遺伝型Aまたは遺伝型CのHBVを含む急性期前の
接種株をチンパンジーに接種したところ、最小50%チンパンジー感染量(CID50）は
各々約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBV
DNA ウィンドウ期は遺伝子型Aでは55-76日、遺伝子型Cでは35-50日、HBs Ag
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型Cでは50-64日であった。また
HBV DNAダブリングタイムは遺伝型Cの方が遺伝型Aに比べ有意に短かった。

3

型肝炎 最小感染量を求めるために 遺伝型 または遺伝型 を含む急性期前型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ80077 2008/
04/25

80124 Ｂ型肝炎 Vox Sanguinis 2008 Epub
ahead of print

1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBV DNA検出のための最初のWHO国際
標準品（サンプル1）が樹立された。同じ血漿から調整され、長期保存された別の
DNA検体(サンプル2）およびサンプル1の力価および安定性を多施設で評価し
た。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾燥により保存されたHBV DNAが
極めて安定であることが確認された。これを受け、WHOは2006年10月にサンプ
ル2を第2の国際標準品として樹立した。

4

型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際型肝炎 年に核酸増幅検査（ ）による 検出 ため 最初 国際80045 2008/
03/25

71075 Ｂ型肝炎 第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日

平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血液セ
ンターにあった。因果関係の確認のために実施した当該輸血用血液製剤に係る
保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名の献血者が平
成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べたところ、献血者の
HBV-DNAは患者のそれと塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管
検体個別NAT陰性であったが、献血者追跡調査により輸血用血液製剤からの
HBV感染が示唆された症例であった。

型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 平成 年 月 輸血による 感染が疑われると 報告が千葉県赤十字血液セ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ80045 2008/
03/25

71075 Ｂ型肝炎 第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日 一般演題51

2004年8月よりNATスクリーニングのプールサイズを50から20に縮小した。大阪
府赤十字血液センターで検出されたHBV-NAT陽性事例81人を基にプールサイ
ズ縮小の効果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に100コピー未満
/mLのHBV-NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮小による効果があ
ると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析によ
りHBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサイズ縮小後に多く検出され
ていることが推察された。

型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 年 月より クリ グ プ サイズを から に縮小した 大阪型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ型肝炎 第 回 本血液事業学 に同じ80059 2008/
04/22

80083 Ｂ型肝炎 第37回　日本肝臓学会西
部会　2007年12月7-8
日、肝臓 2007; 48(Suppl
3): A522

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を発症した40歳代女性の
症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解析を行って感染が証明され
た。核酸増幅検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもかかわらず、
本邦では年間10-20例のHBV感染が報告されている。その原因の一つがHBs抗
体エスケープミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。

5

型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した 歳代女性型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 に同じ型肝炎 第 回 本肝臓学会西 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した 歳代女性80045 2008/
03/25

71075 Ｃ型肝炎 American Society for the
Study of Liver Diseases
2007年11月2-6日

慢性HCV感染患者1930名(感染群）とHCV陰性患者1941名（対照群）とを比較
し、リスク因子を検討した。静注薬物使用、1992年以前の輸血および2つ以上の
入れ墨は感染群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染リスク要
因のない患者群においてもHCV感染と強く相関していた。

6

型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照群）とを比較

1/10
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血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80066 2008/
04/23

80093 Ｃ型肝炎 Clin Vaccine Immunol
published online
doi:10.1128

抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCV RNA検出により潜在性HCV感染と診断さ
れた110例の患者由来の血清中のGOR抗体反応性を調べた。抗GOR IgG陽性
患者は22例(20%)で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70/110、63.6%)に比べ有意
に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例では抗GOR IgGは全く検出され
なかった。市販の検査でHCV特異抗体を検出できず、血清中HCV RNAが検出
できない患者で抗GOR IgG検査を行う事は、肝生検なしで潜在性HCV感染を同
定する手助けとなりうる。

型肝炎 に同じ型肝炎 抗 抗体陰性 肝組織中 検出により潜在性 感染と診断さ型肝炎 に同じ型肝炎 抗 抗体陰性 肝組織中 検出により潜在性 感染と診断さ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ80045 2008/
03/25

71075 Ｃ型肝炎 J Med Virol 2008; 80:
261-267

2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名にHCV抗体セロコンバー
ジョンが認められた。この4名と以前からHCV抗体陽性であった10名のHCV RNA
およびHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、新規感染患者4
名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染患者1名から分離されたウイルスと近
縁であった。感染制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。

7

型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月にイタリ 血液透析施設 患者 名に 抗体セ バ80045 2008/
03/25

71075 Ｅ型肝炎 Arch Virol 2007; 152:
1623-1635

日本においてHEVの不顕性感染が増加しているかを調べるため、1991-2006年
の献血者のうちHEV感染の可能性のあるALT 61IU/L以上の4019名から得られ
た血清検体中の抗HEV IgG、抗HEV IgMおよびHEV RNAを調べたところ、2004-
2006年の献血者のHEV陽性率は1998年のそれと同等であった。またALT
201IU/L以上の献血者についても1991-1995年、1996-1999年および2004-2006
年でHEV陽性率の差は見られなかった。

型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 本にお 顕性感染が増加し るかを調べるため 年80045 2008/
03/25

71075 Ｅ型肝炎 J Med Virol 2008; 80:
283-288

英国サウスハンプシャーの単一施設において2005年6月から13ヶ月間にE型肝
炎13例が発生した。これらの患者はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後
に特定された。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったことから、原
因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航歴のない患者全員にルーチンのE
型肝炎検査を実施することが重要と考えられる。

8

型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 英国サウ プシ 単 施設にお 年 月から 月間に 型肝80054 2008/
04/11

80053 Ｅ型肝炎 N Engl J Med 2008; 358:
811-817

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植(241名）または肝移植（86名）を受け
た患者の移植時の抗HEV IgG保有率は、各々14.5%または10.4%であった。この
内、肝移植を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の
計14名で急性HEV感染を同定したが、全員血清HEV RNA陽性であり、内8名が
慢性肝炎となった。移植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4 T細胞数が有意に低かった。

9

型肝炎 年 月 年 月 に腎移植( 名）または肝移植（ 名）を受け型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 年 月 年 月 に腎移植( 名）または肝移植（ 名）を受け80033 2008/
03/18

71045 Ｅ型肝炎 第55回日本ウイルス学会
学術集会　2P207

HEVに感染したブタ糞便より精製した4種のHEVは、ウイルス除去膜
PLANOVA15Nおよび20Nで全て検出限界以下にまで除去された。液状加熱実験
では、PBS組成では加熱開始後短時間で全て検出限界以下となったが、アルブ
ミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEVは熱に弱いと
考えれられていたが、条件によって不活化効果が異なることから、血液製剤や
加工食品において慎重に不活化効果を検討しなければならない。

型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に感染したブタ糞便より精製した 種 は ウイ 除去膜型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に感染したブタ糞便より精製した 種 は ウイ 除去膜型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ型肝炎 第 回 本ウイ 学会 に同じ80100 2008/
05/30

80207 HIV AIDS 2007; 21: 2351-
2353

フランスの新規HIV診断例におけるHIV-2およびHIV-1グループO型の感染率を
調べた。2003年1月から2006年6月に10184例のHIV新規診断症例が報告された
が、HIV-2およびHIV-1グループO型感染の割合は、各々、1.8%および0.1%であっ
た。これらの症例のほとんどは、異性との接触により感染した流行地域出身の
患者であった。HIV-2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性
であった。

10

80045 2008/
03/25

71075 HIV Clin Infect Dis 2007; 45:
e68-71

ボツワナで急性HIV-1感染スクリーニング中に特定された抗体陰性のHIV-1サブ
タイプC感染の初の症例を報告する。HIV-1抗体検査の結果は、迅速検査、通常
の酵素免疫測定法及びウエスタンブロットで全て陰性であった。遺伝子組換えが
ないHIV-1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、pol及びenv遺伝子のジェノタイピ
ングによって確定された。臨床的に安定した状態からAIDS関連死までの期間は
約3ヵ月だった。サブタイプCが優勢なアフリカ南部における血清学検査陰性
HIV-1感染の調査の重要性が示された。

ボ ナ 急性 感染 クリ グ中に特定された抗体陰性 サブ80045 2008/
03/25

71075 HIV Eurosurveillance 2007;
12(5）: E070524.5 2007年
5月24日

AIDS最新号において、LikataviciusらはEuroHIV surveillance network によるヨー
ロッパの供血血液のHIV陽性率についての14年間のモニタリングデータを提示し
た。この分析は、1990-2004年のWHO欧州地域のデータが網羅されている。
2000-2004年の10万供血中の平均HIV陽性率は西欧1.7、中欧3.4、東欧36.7で
あった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧では急激な
上昇が認められた。

最新号にお らは による最新号にお らは によるに同じに同じ最新号にお らは によるに同じに同じに同じ
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80045 2008/
03/25

71075 HIV感染、C
型肝炎、B
型肝炎

第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日 シンポジウム4-2

日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスクにつ
いて報告する。平成16年から18年までの3年間に全国の医療機関から日赤血液
センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告数は749例で
あった。日赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHIVの感染リスクは減少
し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHIVも含め遡及調査の実施により確認
された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するための安全対策を引き続き
講じていく必要がある。

感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ80045 2008/
03/25

71075 ＨＴＬＶ American Society of
Hematology 2007年12月
8-11日

1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢別、出生年
別および期間別HTLV-1血清陽性率の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が
高くなるにつれ有意に増加した。また1987～1990年に生まれた献血者では1985
～1986年に生まれた献血者と比較して有意に低かった。ウイルスキャリアの母
親の授乳を避ける事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが
示された。

11

年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年に同じに同じ年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年に同じに同じに同じ年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年80100 2008/
05/30

80207 インフルエン
ザ

AABB Weekly Report
2008年2月29日

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会は、パンデミッ
ク時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を
送付した。パンデミック時には適格な供血者数が制限されることが予想されるた
め、全血および赤血球採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。

12

80059 2008/
04/22

80083 インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis 2007;
13: 1865-1870

カナダの共同農場で生活していた7ヶ月齢の乳児から、A/Canada/1158/2006と
名づけられたブタインフルエンザAウイルス(H3N2)が単離された。この農場のメン
バー90名の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中
9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。ブ
タインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応または
交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的
サーベイランスを検討すべきである。

13

イ に同じイ に同じイ カナダ 共同農場 生活し た 月齢 乳児から とイ に同じイ に同じイ に同じイ カナダ 共同農場 生活し た 月齢 乳児から と80069 2008/
04/24

80108 ウイルス感
染

AIDS Res Hum
Retroviruses 2007; 23:
1330-1337

Simian Foamy Virus (SFV)感染した男性7名を長期間追跡調査した。男性は非ヒ
ト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての末梢血単核球(PBMC)からプロ
ウイルスDNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されることもあった。長期
間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨
床症状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒト-
ヒト感染を特定できなかった。

14

ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 ( )感染した男性 名を長期間追跡調査した 男性は非ウイ 感 に同じウイ 感 ( )感染した男性 名を長期間追跡調査した 男性は非ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

CDC Press Release 2007
年8月22日

米国疾病対策予防センター（CDC）と協力施設の科学者がよく見られるアフリカフ
ルーツコウモリの一種でマールブルグウイルス感染を特定することに初めて成
功した。マールブルグウイルスは、ヒトや霊長類に重篤で死に至ることも多い出
血熱を引き起こす。コウモリがマールブルグウイルスを保有することが疑われて
いたが、証拠はなかった。この研究結果はPlos ONEに掲載された。この研究は、
マールブルグウイルスの伝播についてより理解し、ヒトにおける感染拡大を予
防・減少させる助力になると思われる。

ウイ 感 米国疾病対策予防セ タ （ ）と協力施設 科学者がよく見られる リカ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

CDC/MMWR 2007;
56(45): 1181-1184

米国4州における2006-2007年のアデノウイルス血清型14(Ad14)に関連した急性
呼吸器疾患に関する報告である。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢
層の患者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。2006年5月に
ニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14感染により死亡し、07年3-6月にオ
レゴン州、ワシントン州およびテキサス州で計140名の感染患者が確認された。
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。

15

ウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

J Clin Microbiol 2007; 45:
3008-3014

ヨーロッパでの出血熱は主にPuumalaウイルス（PUUV）またはDobravaウイルス
感染による。ドイツ南東部Lower Bavariaでハンタウイルス感染患者31名につい
て、酵素免疫測定法、免疫蛍光法、免疫ブロット法による診断を行った。標準的
検査による抗体のPUUV特異的タイピングができない症例が2、3あった。3名の
患者の急性期血清から得たPUUV RNAをRT-PCR を用いて増幅したところ、同
地域で捕獲したハタネズミ から得たウイルス配列と非常に近縁であることが明ら
かとなった。

ウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80048 2008/
03/25

71078 ウイルス感
染

J Med Virol 2008; 80:
365-371

定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、Torque Teno virus (TTV)の有無を調
べたところ、2-20歳の患者の約10%（118名中12名）がTTV陰性であった。フェリチ
ン、ASTおよびALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。TTV-HCV共感
染群ではフェリチンおよびALT値がTTV単独感染群より高かった。輸血による高
頻度かつ継続的なTTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関するこ
とが示唆された。

16

ウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ
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80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

ProMED-
mail20070930.3228

オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリバーウイルスが拡大して
いる。通常は北部の熱帯地域で優勢であるが、Brisbane南部における過去4週
間の感染者数は、昨年（2006年）同時期のほぼ450%である。Queensland保健局
の発表によると、過去4週間に報告された感染者数は93例であった。

ウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80059 2008/
04/22

80083 ウイルス感
染

ProMED-
mail20080218.0645

2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熱のため死亡した。これは、ブラジ
ルにおける15人目の黄熱死亡患者である。Mato Grossoでも1名の感染と死亡が
確認された。パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を受けてい
た39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少
なくとも6名が黄熱によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に
殺到している。

17

ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 年 月 歳 男性が黄熱 ため死亡した れは ブ ジウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 年 月 歳 男性が黄熱 ため死亡した れは ブ ジ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

Transfusion 2007; 47:
1972-1983

供血者血漿検体中のサイトメガロウイルス(CMV) DNA陽性率を検討した。過去
にCMV血清陰性で初めて抗CMV IgG陽性を示した供血者82名の血漿検体44%
が反復的にCMV DNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血清反応陰
性供血者はいずれもCMV DNA陰性であった。白血球除去の実施にもかかわら
ず、新規血清反応陽性供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク
の重要な原因と考えられる。

18

ウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去80045 2008/
03/25

71075 ウイルス性
脳炎

Neurology 2007; 69: 156-
165

同種造血幹細胞移植（HSCT）後に急性大脳辺縁系脳炎を発症した患者9名の
臨床、EEG、MRI、ならびに臨床検査特性を調べた。患者は、順行性健忘、不適
切な抗利尿ホルモン分泌症候群、軽度CSF多球症、一時的なEEG異常を特徴と
した。MRIでは、T2、FLAIR、DWI画像にて、鈎、扁桃体、内側嗅領、海馬領域内
に高信号域を認めた。PCRを用いた初回腰椎穿刺CSFの検査では9名中6名が
HHV6陽性であり、同脳炎はHHV6と関連がある可能性が示唆された。

ウイ 性 同種造血幹細胞移植（ ）後に急性大脳辺縁系脳炎を発症した患者 名80069 2008/
04/24

80108 ウエストナイ
ルウイルス

J Med Virol 2008; 80:
557-563

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス(WNV)の潜在的脅威を調べた。
ドイツ人供血者14437名由来の検体中0.03%が抗WNV陽性であった。ドイツ人
9976名由来の検体をWNV NAT法を用いてWNV-RNAの有無を調べた結果、全
て陰性であった。米国由来血漿プールではWNV-RNAがしばしば検出されたが、
ヨーロッパやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血漿製剤製造
過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証されることが明らかと
なった。

19

ウ トナイ に同じウ トナイ に同じウ トナイ 中央 パにおけるウ トナイ ウイ ( ) 潜在的脅威を調べたウ トナイ に同じウ トナイ 中央 パにおけるウ トナイ ウイ ( ) 潜在的脅威を調べたウ トナイ に同じウ トナイ に同じウ トナイ に同じ80045 2008/
03/25

71075 ウエストナイ
ルウイルス

The New York Times
2007年7月26日

米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4倍であり、大流行が
おこる可能性があると政府研究者が報告している。昨年は米国で4,269症例が報
告され、この中には1,495例の脳症が含まれ、177人が死亡した。今年はこれまで
122症例が報告され、カリフォルニア州と南北ダコタ州で最も多いが、昨年の同
時期は33例のみであった。今年は既に脳症が42例および死亡が3例ある。

ウ トナイ 米国におけるウ トナイ ウイ 症例数は 年前 約 倍 あり 大流行が80045 2008/
03/25

71075 ウエストナイ
ルウイルス

第144回日本獣医学会学
術集会 2007年9月2-4日

近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日本産蚊の室内継代株を用い
てウエストナイルウイルス増殖・媒介能を調べた。アカイエカ、ヒトスジシマカ、オ
オクロヤブカでウイルス注入実験を、アカイエカ、ヒトスジシマカで吸血実験をし
たところ、全種類の蚊においてウイルスの増殖が観察された。媒介試験では、ア
カイエカ注入、吸血両群、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では供
試したすべてのマウスが12日以内に死亡し、死亡したマウスからはWNV が検出
された。

ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 近 将来 本にも侵入する 能性があるため 本産蚊 室内継代株を用ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 近 将来 本にも侵入する 能性があるため 本産蚊 室内継代株を用ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 に同じ80030 2008/
03/12

70993 エボラ出血 CDC 2008年1月8日 CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガンダ西部に位置する
Bundibugyo地区におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを報告した。2008年1月3
日までに148人が罹患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析により、既知
の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイルス株である可能性が示唆され
た。確定には更なる研究が必要である。

ボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置する80045 2008/
03/25

71075 エボラ出血 ProMED-
mail20071130.3869

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に50人が罹患したエボラ
ウイルスは、新規の株であると2007年11月30日に発表した。最初の症例はコン
ゴ民主共和国と国境を接するBundibugyo地区において11月10日に報告された。
この株では出血はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。

20

ボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 人が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボ
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血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80045 2008/
03/25

71075 クロイツフェ
ルト・ヤコブ
病

2007年プリオン研究会
Poster-20

日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年以上に渡り増加傾向を
示し、2005年は人口100万対1.23人であった。CJDサーベイランス委員会による
調査では過去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別では、孤発性
CJD 716例、遺伝性プリオン病 128例、感染性（獲得性）CJD 72例（変異型CJD
1例、硬膜移植後CJD 71例）、および分類不能 2例であった。

ク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向をク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 に同じク イ 年プリオ 研究会 本 人 動態統計 は による死亡は過去 年 上に渡り増加傾向を80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Eurosurveillance 2007;
12(9）: E070906.1

チクングニヤ熱は2005年以来、大規模な流行がインド洋諸島とインドから報告さ
れているが、これまでヨーロッパ地域内での蚊による感染伝播は発生していな
かった。2007年8月にイタリアのエミリア・ロマーニャ州ラヴェンナ県衛生当局は
異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨床・疫学調査を行った。血清学的検査
およびPCR法でチクングニヤ熱と確定された。更にヒトスジシマカからもPCR法に
よりチクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4日までに合計197名の患者
が報告されている。

ク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ に同じク グ に同じク グ ク グ ヤ熱は 年 来 大規模な流行がイ ド洋諸島とイ ドから報告さク グ に同じク グ に同じク グ に同じ80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Lancet 2007; 370: 1840-
1846

イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性疾患患者が多数報告さ
れ、ヒトおよび蚊由来の検体を分析した結果、チクングンヤウイルス(CHIKV)が
原因であることが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に205例の
CHIKV感染症例を同定した。村の親戚　を訪問した時に発症したインド出身男性
が初発症例と推定された。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い相同性を示した。

21

ク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ に同じク グ に同じク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さク グ に同じク グ に同じク グ に同じク グ イタリ 北東部 隣接する 村 原因 明 発熱性疾患患者が多数報告さ80045 2008/
03/25

71075 チクングニ
ヤウイルス
感染

Pediatr Infect Dis J 2007;
26: 811-815

チクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5つの新生児医療部門
で同ウイルスの母子感染を調べるため、後ろ向き記述的研究を実施した。母親
は出産時に徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したかをスクリーニン
グし、新生児38名を登録した。無症候の2名を除き、全母親が周産期 (分娩4日
前～1日後)に症状があった。全新生児が発熱（79%）、疼痛（100%)などの症状を
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。高い罹患率の周産期
母子伝播の可能性が初めて示された。

ク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ に同じク グ に同じク グ ク グ ヤウイ 感染が大流行した オ 島 新生児医療部門ク グ に同じク グ に同じク グ に同じ80030 2008/
03/12

70993 チクングニ
ヤウイルス
感染

PLoS Pathogens 2007; 3:
1895-1906

2005～2006年にレユニオン諸島でアウトブレイクしたチクングニヤウイルス
(CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝子の変異株（E1-A226V) が関係してい
た。この変異の、ネッタイシマカおよびヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性に対
する影響を調べた。その結果、ＣHIKVのヒトスジシマカに対する感染性が有意に
増加し、哺乳マウスへの伝播がより効率的になることが明らかとなった。通常の
ベクターであるネッタイシマカがいない同地域でＣＨＩＶＫが大流行したのはこの
変異が原因と考えられる。

ク グ に同じク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ に同じク グ に同じク グ に同じク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイク グ 年に オ 諸島 ウトブ イクした ク グ ヤウイ80046 2008/
03/25

71076 ツツガ虫病 朝鮮日報 2007年8月21
日

韓国では最近ツツガムシ病の患者が急増している。2007年8月20日、疾病管理
本部の発表によると、2002年に1,919人だったツツガムシ病の患者数が、04年は
4,698人、06年には6,420人に増加したことが分かった。1993年末に法定伝染病
に指定されて以来、患者数は実に25倍以上増加した。ツツガムシ病は、主に9月
以降、ツツガムシ菌に感染したツツガムシ（ダニの一種）の幼虫に刺されることに
より感染する。10日間程度の潜伏期を経ると、突然高熱が発生し、目の充血、頭
痛、筋肉痛、発疹などの症状が現れる。

80045 2008/
03/25

71075 デング熱 ProMED-
mail20071001.3237

2007年9月30日、中国保健当局はFujian省Putian市で39例のデング熱症例が確
定されたと発表した。ベトナムでは2007年9月24日時点で約68000人が感染し、
内60名が死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Karachiで新たに22例のデ
ング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカリブ海諸国ではデング熱の最悪の
アウトブレイクが起こっており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を
訴え、約200人が死亡した。

デ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確デ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 年 月 中国保健当局は 省 市 例 デ グ熱症例が確80045 2008/
03/25

71075 デング熱 YAHOO!ニュース　2007
年10月14日

台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局によると2007年10月13日まで
に市内で511人の感染者が確認された。隣接する高雄市でも2つの区で集団感
染が発生しており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍が協力して
大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針である。

デ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 まデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 に同じデ グ熱 台湾南部 デ グ熱が流行し る 台南市当局によると 年 月 ま80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

ABC Newsletter 2007年9
月14日

AABBはCDCからAABBシャーガス病バイオビジランスネットワーク強化をするた
めの資金を受けている。2007年9月13日時点で、反復反応性供血710件でT.
Cruziに対する抗体の追加RIPA試験を行った結果、196例がRIPA陽性、486例が
無反応で、残りの検体については結果保留となっている。13の検査施設が
シャーガスネットワークにデータを報告し、18の検査施設が報告のため同ネット
ワークにアクセスしている。

トリパ 年 は から シ ガ 病バイオビジ ネ ト ク強化をするたトリパ 年 に同じトリパ 年 に同じ
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血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80059 2008/
04/22

80083 トリパノソー
マ症

Clin Infect Dis 2008; 46:
e44-47

血液製剤の輸血によりシャーガス病に感染し、死亡したスペイン人患者の寄生
虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調査の報告である。患者は白血
病の既往があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植の
ための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したこと
が確認された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、免疫
抑制剤治療実施前に、抗Trypanosoma cruzi抗体のスクリーニングを受けるべき
である。

22

トリパ に同じトリパ に同じトリパ 血液製剤 輸血によりシ ガ 病に感染し 死亡した ペイ 人患者 寄生80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

CMAJ 2007;177: 242 カナダ血液サービスは、2008年後半の血液製剤製造プロセス見直しの際に北緯
49度以北では稀にしか見られないシャーガス病のスクリーニングを開始する。2
種類のシャーガス病検査法がカナダ保健省の認可を待っている。供血血液の検
査実施は、血小板製剤の製造を「バフィーコート」法に切替えてからとなる。メキ
シコや中南米では800万人～1,100万人がシャーガス病の保因者であり、毎年
45,000人以上死亡している。カナダでは、これまでに輸血による感染が2例マニト
バ州で発生した。

80046 2008/
03/25

71076 トリパノソー
マ症

第48回　日本熱帯医学会
大会　12C-02

日本におけるラテンアメリカ人の慢性シャーガス病キャリアーからの献血につい
ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT.Cruzi感染マウス血液を4℃
にて1-21日間保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処理のものと差
異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、T.Cruzi虫体
はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム
はシャーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。

トリパ 第 回 本熱帯医学会 本における メリカ人 慢性シ ガ 病キ リ から 献血に80059 2008/
04/22

80083 トリパノソー
マ症

第48回　日本熱帯医学会
大会　2007年10月12-13
日　12C-02

日本におけるラテンアメリカ人の慢性シャーガス病キャリアーからの献血につい
ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT.Cruzi感染マウス血液を4℃
にて1-21日間保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処理のものと差
異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、T.Cruzi虫体
はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム
はシャーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。

トリパ 第 回 本熱帯医学会 に同じトリパ 第 回 本熱帯医学会 に同じ80048 2008/
03/25

71078 パルボウィ
ルス

J Gen Virol 2007; 88:
2162-2167

ヒト血漿プール中に新規のパルボウイルスPARV4とその変異株であるPARV5が
存在することが最近示された。4株のPARV4と2株のPARV5のDNA配列を分析し
たところ、PARV5はPARV4と同様に2つのオープンリーディングフレームを持ち、
PARV4とPARV5は92%近くのヌクレオチド相同性を示した。両者は密接な関係の
あるジェノタイプであり、ジェノタイプ1と2(PRV5と呼ばれていたもの）から成る
PARV4という1つのウイルス名を使用することを提案する。

パ ボウ ト血漿プ 中に新規 パ ボウイ とそ 変異株 ある がパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じ80045 2008/
03/25

71075 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1756-1764

米国の血液センター7施設において2000-2003年の期間に採取した5020名の供
血者由来の保存血漿検体を高感度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイル
スB19 DNAについて検査した。B19 DNA陽性率は0.88%であった。DNA陽性検体
の全てがIgG陽性で、23%がIgM陽性であった。IgM血清陽性率はDNA値と相関し
た。

パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供パ ボウ 米国 血液セ タ 施設にお 年 期間に採取した 名 供80041 2008/
03/24

71071 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1765-1774

B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熱または低PHによるB19Vの不活性化
はカプシド分解によるものではなく、感染性ブリオンがDNA枯渇カプシドへ変換
することによって起こった。DNA枯渇カプシドは感染性はないが、標的細胞に接
着することは可能であった。Parvoviridaeの他のウイルスとの比較試験の結果、
被殻状態でのB19V DNAの著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処
理に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ に同じパ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ ウイ 活性化機構を調べた 熱または低 による 活性化パ ボウ に同じ80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Transfusion 2007; 47:
1775-1782

ドイツ及びオーストリアで2003-2006年の計280万の供血検体をパルボウイルス
B19(B19V)についてミニプールNATによりスクリーニングした。その結果、10万
IU/ml以上は10万供血当たり12.7、10万 IU/ml未満は10万供血当たり261.5で
あった。10万 IU/ml未満のB19Vを含有する検体では全てに中和抗体（VP2)が検
出された。10万 IU/ml未満のB19 DNA陽性血液製剤は高濃度の中和抗体を含
有するため安全であると思われる。

23

パ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイパ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイパ ボウ ドイ 及びオ トリ 年 計 供血検体をパ ボウイ80062 2008/
04/22

80086 パルボウィ
ルス

Transfusion 2008; 48:
178-186

B19V IgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するため、製造血漿プール
1000以上について酵素免疫測定法による検査を実施した。血漿プールは平均
33±9IU/mL（最小値11IU/mL）のB19V IgG力価を含有し、これらの11IU/mLの
B19V IgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4.6 log、遺伝子型2の感染性を3.9 log
以上を中和した。このため、このようなプール由来の10%静注用免疫グロブリン
製剤（IVIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが明らかとなった。

24

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プパ ボウ 力価に関係した 中和 役割を検討するため 製造血漿プ
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血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
208-215

2005年3月から2007年3月の間にオランダで約260万の血漿成分検体を対象とし
て2種類のPCRアッセイを用いたパルボウイルスB19（B19V）のスクリーニング試
験を実施した。その結果、232検体がB19V DNA値100万IU/ml以上であった。
ヨーロッパ人ドナーにおいてはB19V遺伝子2型及び3型の保有率は極めて低い
と考えられた。

25

パ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象としパ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象としパ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象とし80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
216-222

ヒト血漿中のパルボウイルスB19（B19V）抗原を検出するEIAを開発した。本アッ
セイを用いて無症候性ドナーから採取したウイルス血症性の献血検体を検査し
たところ、低pHの状態ではB19V検出が大幅に増加した。また、B19抗原の検出
はB19 IgMまたはIgG抗体存在下で影響を受けなかった。B19V IgMアッセイと併
用することにより、急性B19感染の91%を検出した。B19V IgM検出法とB19V抗原
EIAの併用はPCRに替わるB19V感染の有効な検出法となると思われる。

26

パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本80033 2008/
03/18

71045 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
341-347

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパルボウイルスが存在する
かを調べた。175ロットのうち28ロットがPARV4シークエンスを含み、その内2ロッ
トにジェノタイプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス量は10＾
5copies/mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤の大部分は1970年代及
び1980年代に製造されていた。B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 過去 年間に製造された第 因子製剤中に トパ ボウイ が存在するパ ボウ 過去 年間に製造された第 因子製剤中に トパ ボウイ が存在するパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じ80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2008; 94:
74-80

パルボウイルスB19(B19V)の新規の遺伝子型が発見されていることから、種々
の遺伝子型のB19V検出及び定量結果を統一する方法を見いだす目的で国際
ワーキンググループ会議が2007年3月に開催された。その会議の要旨である。
会議では、B19V株の分類、種々の遺伝子型の有病率、分布、臨床的意義など
が検討された。また、特性が十分に明らかになっている標準物質を用いたアッセ
イの標準化について合意が得られた。

27

パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種80054 2008/
04/11

80053 ヒトポリオー
マウイルス
感染

Science 2008; 319: 1096-
1100

メルケル細胞癌(MCC)検体をdigital transcriptome subtraction法を用いて検査
し、新種のポリオーマウイルスを同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス(MCV
またはMCPyV)と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8例(80%)で検出さ
れたが、対照組織検体では59例中5例(8%)、対照皮膚組織検体では25例中4例
(16%)でしか検出されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示唆さ
れた。

28

トポリオ メ ケ 細胞癌( )検体を 法を用 検査トポリオ に同じトポリオ に同じトポリオ に同じトポリオ に同じ80046 2008/
03/25

71076 ブルセラ症 J Travel Med 2007; 14:
343-345

64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都内の病院に入院した。
入院時の血液培養からグラム陰性桿菌が検出され、Brucella melitensis2型と同
定された。患者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取したことが明
らかとなった。患者の妻(60歳)が同年5月31日から発症し、Brucella melitensisが
血液と関節液の培養で検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症
が性感染した可能性がある。

29

ブ セ 症 歳 本人男性が 週間続く発熱 年 月 に都内 病院に入院したブ セ 症 に同じブ セ 症 に同じブ セ 症 歳 本人男性が 週間続く発熱 年 月 に都内 病院に入院した80059 2008/
04/22

80083 ペスト Emerg Infect Dis 2007;
13: 1459-1462

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペストの集団感染が発生し
た。同国では、この疾患は50年以上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が
特定され、Yersinia pestisが6名から分離された。初発患者を除き、全員が回復し
た。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコントロールが、感染制御上重要な役
割を果たした。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌動
物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定できなかった。

30

ペ ト に同じペ ト に同じペ ト 年 月から 月に ジ リ 地区にお ペ ト 集団感染が発生し80046 2008/
03/25

71076 リケッチア
症

Jpn J Infect Dis 2007; 60:
241-243

血清学的、微生物学的に確定された日本紅斑熱の初めての死亡症例を報告す
る。淡路島在住の77歳男性で、2005年9月2日に食欲低下を呈し、翌日、下腿に
皮疹が出現、4日目に38.7℃の高熱、歩行障害、構音障害が出現、肝機能障害
が急速に進行し、DIC、消化管出血により8日目に死亡した。右肩にダニ刺し口
があった。血液よりDNAを抽出し、PCRを実施したところ、塩基配列はR. japonica
と100％一致した。日本紅斑熱は増加傾向にあり、注意が必要である。

80030 2008/
03/12

70993 ﾘﾝﾊﾟ性脈絡
髄膜炎

N Engl J Med 2008; 358
10.1056/NEJMoa073785

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植後4-6週後に死
亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2例のレシピエントの移植
肝および腎から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解析すること
により、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であること
が明らかとなった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認された。この方法は病原
体発見の強力な手段である。

ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じ80054 2008/
04/11

80053 ﾘﾝﾊﾟ性脈絡
髄膜炎

N Engl J Med 2008; 358:
991-998

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植後4-6週後に死
亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2例のレシピエントの移植
肝および腎から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解析すること
により、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であること
が明らかとなった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認された。この方法は病原
体発見の強力な手段である。

ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じ
7/10
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血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

2007年プリオン研究会
Poster-38

BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのin vitro感染系の確立を試みた。
感染させたヒト由来グリオーマ細胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK
耐性のバンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しなかった。ま
た、9ヶ月継代した感染細胞の培養上清に伝達性があることが明らかとなった。
さらに20nmのウイルス除去膜によって培養上清の伝達性が減少することが認め
られた。

異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Arch Neurol 2007; 64:
1780-1784

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ヶ月で死亡した患者（39歳女性）の
剖検を行ったところ、白質の広汎な変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示
す非定型孤発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析した結果、
vCJDでみられるPrPSc 4型と似た新規のPrPScであることが示された。典型的
vCJDとはEDTA存在下でのプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者の
PRNPコドン129はホモバリンであった。

31

異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）80080 2008/
04/25

80127 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Biochem Biophys Res
Commun 2007; 364: 796-
800

正常な脳ホモジネートを慢性消耗性疾患エルクの異常プリオンとともにインキュ
ベートするin vitroアッセイを用いて、プリオンの転換について調べた。標準の条
件下（pH 7.4）ではPrPCからPrPScへの転換は同種（トナカイ、ムースなど）での
み効率的であったが、、酸性条件下（pH3.5)では異種（ヒト、ウシ、ハムスターお
よびマウス）においても転換が著しく促進された。基質の部分変性によって構造
上の変化が起こり、遠隔種

32

80033 2008/
03/18

71045 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Biologicals 2007;
doi:10.1016/j.biologicals.2
007.04.005

異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処理を行ったスクレーピー
プリオン蛋白（PrPSc）の除去能力を評価した。超音波処理により粒子径分布を
至適化するように調製した263K MFをスパイク物質として使用したときは、75nm
のろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ過のみが全ての条件でウエスタンブ
ロット法の検出限界以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、　1条
件下の15nmろ液のバイオアッセイの結果では、感染性PrPScが確認された。

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 異なるポ サイズ ウイ 除去膜を使用し 異なる処理を行 た ク ピ80033 2008/
03/18

71045 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

J Biol Chem 2007; 282:
35878-35886

トランスジェニックマウス（101LL)を用いた感染性実験の結果、TSE疾患の臨床
症状と脳の空胞化という徴候を示すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブ
ロット法では検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性が存在しう
ることが明らかとなった。この結果はPrPScのレベルと感染価との間の相関性に
疑問を投げかけるものであり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価のTSE感染性を有しうるこ
とを示すものである。

33

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ ト ジ ク ウ （ )を用 た感染性実験 結果 疾患 臨床異型ク イ ト ジ ク ウ （ )を用 た感染性実験 結果 疾患 臨床異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ80100 2008/
05/30

80207 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

J Virol 2008; 82: 3697-
3701

非典型的BSE株の1つであるBASE(またはBSE-L)の感染性およびヒトでの表現
型を調べた。BASEウシ由来の脳ホモジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するト
ランスジェニック(Tg)マウスに接種したところ、60%が20-22ヶ月後に感染し、古典
的BSEに関する報告より高い感染率であった。BASE感染ヒト化Tgマウス脳にお
ける病因性プリオンのアイソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオ
ン病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ向性であった。

34

80059 2008/
04/22

80083 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Microbiol Immunol 2007;
51: 1221-1231

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除きめったに検出されな
い。新規の酸性SDS沈殿法と高感度化学発光法とを組み合わせることにより、プ
ロテイナーゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムスターの血漿
中からは検出されるが、疑似感染ハムスターでは検出されないことが示された。
血漿中においてPrPresは他の血漿タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、スクレ
イピー感染ハムスター血漿において検出可能となったことが示唆された。

35

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 感染動物 デ にお も 血中 は白血球を除きめ たに検出されな異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 感染動物 デ にお も 血中 は白血球を除きめ たに検出されな80062 2008/
04/22

80086 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Prion 2007 P04.102
2007年9月26-28日

1987年6月から1998年9月にかけて出荷された計175バッチの血漿製剤中に、後
にvCJDと診断された11名からの供血が含まれていたが、これらの製品に関係し
たｖCJD症例は今までのところ全く報告されていない。これは赤血球輸血によると
思われるｖCJD感染が3例あることと対照的である。血漿分画製剤の製造工程に
よるプリオン除去効果を調べたところ、2.7～11.5log以上の除去能があることが明
らかとなった。

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Prion 2007; 2007年9月
26-28日 Edinburgh
P04.51

73歳の受血者で生前に特定されたvCJDの非典型的症状の報告である。患者は
1997年12月に輸血を受けたが、供血後にvCJDを発症した供血者由来の赤血球
製剤であった。輸血から6年後、受血者は疲労及び集中困難を訴えたが、神経
学的検査及び脳MRIは正常であった。この6ヵ月後に神経学的症状が発現し、進
行したが、血清学的検査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な信
号変化が示された。vCJDの長期潜伏期間と無症候状態は、重大な公衆衛生問
題を提示する。

異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は
8/10

12



血対ID
受理
日

番号 感染症(PT) 出典 概要
新出
文献
No.

異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 に同じ80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-
mail20080107.0087

英国National CJD Surveillance Unitに報告された2008年1月7日現在のCJD数
は、vCJD診断確定死亡症例（確定例）114名、vCJD可能性死亡症例（神経病理
学的確定診断がない）48名、vCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診断待
ち）1名で、vCJD診断確定または可能性例の死亡総数163名であった。生存中の
vCJD可能性症例数は3名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつあると
いう見解に一致する。

36

異型ク イ 英国 に報告された 年 月 現在 数異型ク イ 英国 に報告された 年 月 現在 数異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 英国 に報告された 年 月 現在 数異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 英国 に報告された 年 月 現在 数80095 2008/
05/26

80188 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Transfusion 2008; 48:
609-619

ヒツジのリコンビナントPrP（rPrP）のヒツジにおける血液クリアランスならびにスク
レイピー関連フィブリル(SAF)静注後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPの
ARR変異型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPcのARR変異型
のクリアランスがVRQ変異型のクリアランスよりも大きいことが示唆された。rPrP
の血漿クリアランスは、両腎臓摘出後は52%減少し、rPrP除去に腎臓が重要であ
ることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに除去された。

37

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ80080 2008/
04/25

80127 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Vet Res 2008; 39: 33 1990年代にウシ海綿状脳症が英国で流行したことを受けて、ヒト及び動物にお
いて伝染性海綿状脳症を検出するために開発された様々な技法についての総
説である。ｖCJDが輸血により感染しうることが明らかなことから、vCJDの診断に
関する血液検査の開発が最優先事項である。

38

80080 2008/
04/25

80127 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Vet Res 2008; 39: 34 伝染性海綿状脳症（TSE）の伝播性を調べるための実験的アプローチ法を要約
し、実験における所見と自然発生するTSE（主にウシ海綿状脳症及びスクレイ
ピー）およびコントロール方法との関連性を考察している。

39

80095 2008/
05/26

80188 感染 56th Annual Meeting of
the American-Society-
of-Tropical-Medicine-
and-Hygiene 1044

ヒト顆粒球アナプラズマ症(HGA)の発生率は、1999年以来2倍となった。原因病
原体のAnaplasma phagocytophilumによる血液の安全リスクを調査するため、間
接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサチューセッツ州の血液ドナーのA.
phagocytophilumに対するヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年
に採取された15,828ドナー血清中432例（2.7%）が抗体陽性であった。比較的高い
陽性率が持続していることから、A. phagocytophilumの血液安全性に及ぼす影
響を調べる必要がある。

40

感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ80046 2008/
03/25

71076 感染 ABC Newsletter 2008年1
月11日

血液安全・安定供給諮問委員会は、米国保健社会福祉省事務局に対し、安全
で効果的な輸血用血液製剤の病原体低減技術（不活化）の早急な開発を優先し
て進め、開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果と安全性を示
すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能性のある感染症に対し広く適応でき
るセーフガードとして、この技術の導入を保証するという決議を採択した。

41

感染 年 血液安全 安定供給諮問委員会は 米国保健社会福祉省事務局に対し 安全感染 年 に同じ感染 年 に同じ感染 年 血液安全 安定供給諮問委員会は 米国保健社会福祉省事務局に対し 安全80077 2008/
04/25

80124 感染 Transfusion 2007; 47:
2180-2184

カナダ血液サービスとHema-Quebecが主催した血漿分画製剤における病原体
不活化（PI）に関するコンセンサス会議で得られた結論の考察と主な見解が報告
されている。現在ヨーロッパで広く用いられているPIがカナダや米国で実現され
ようとしている。PIを推進することによって、現在の技術や供血者スクリーニング
法では防ぐことができない輸血伝播感染症を減らすことができる。

42

感染 カナダ血液サ ビ と が主催した血漿分画製剤における病原体感染 カナダ血液サ ビ と が主催した血漿分画製剤における病原体感染 カナダ血液サ ビ と が主催した血漿分画製剤における病原体80046 2008/
03/25

71076 感染 Transfusion 2007; 47:
2338-2347

2007年3月29-30日、カナダのトロントで行われた病原体不活化(PI)技術に関する
コンセンサス会議の報告である。近年の検査技術の発達により、現状の輸血感
染症リスクは非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しかし新興感染
症のリスクは未知数であり、PIは予防手段として重要である。広範囲の病原体を
不活化できる安全な方法が確立されれば実施すべきである。

43

感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する感染 に同じ感染 に同じ感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する感染 年 月 カナダ ト ト 行われた病原体 活化( )技術に関する80045 2008/
03/25

71075 感染 Vox Sanguinis 2007;
93(Suppl.2): 31

日本赤十字社(JRC)が全国的ヘモビジランス体制を導入してから14年が経過し
た。報告された輸血副作用症例数は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定で
ある。非溶血性輸血副作用は報告症例の約80%を占め、輸血関連急性肺障害な
どが含まれる。輸血感染症の報告数は年々減少している。JRCのヘモビジラン
スは病院の自発報告に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠で
ある。

44

感染 本赤十字社( )が全国的 ビジ 体制を導入し から 年が経過し感染 本赤十字社( )が全国的 ビジ 体制を導入し から 年が経過し感染 に同じ感染 に同じ感染 本赤十字社( )が全国的 ビジ 体制を導入し から 年が経過し感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ感染 本赤十字社( )が全国的 ビジ 体制を導入し から 年が経過し80048 2008/
03/25

71078 寄生虫感染 Int J Med Microbiol 2007;
297: 197-204

ドイツにおけるヒトバベシア症の初めての症例を報告する。患者は結節性リンパ
球性ホジキンリンパ腫が再発し、脾臓摘出されたドイツ人の63歳男性で、リツキ
シマブ投与後、貧血とヘモグロビン尿による暗色尿のため入院した。末梢血塗抹
標本で梨状の寄生虫赤血球封入体が確認されバベシア症と推定され、Babesia
特異的18S rDNA PCRによって確認された。シークエンス分析によりEU1と99.7%
の相同性があり、EU3と名づけられた。寄生虫が消えるまでにはatovaquoneによ
る長期治療を要した。

80046 2008/
03/25

71076 細菌感染 ABC Newsletter 2007年9
月21日

FDAは輸血前の血小板中の細菌汚染を検出するための初めての迅速検査を販
売承認した。Verax Biomedical Inc 製造のPlatelet Pan Genera Detection Test
Systemは病院の輸血部で使用するための使い捨て検査機器である。

細菌感染 年 は輸血前 血小板中 細菌汚染を検出するため 初め 迅速検査を販
9/10
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細菌感染 年 に同じ細菌感染 年 に同じ細菌感染 年 は輸血前 血小板中 細菌汚染を検出するため 初め 迅速検査を販80100 2008/
05/30

80207 細菌感染 Vox Sanguinis 2008; 94:
193-201

ルックバック調査でPropionibacterium acnes汚染が推定される血小板濃縮製剤
(PC)の保存から輸血までを追跡したところ、輸血後の有害事象は見られなかっ
た。In vitro試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好気的に22℃
で10日間保存という条件下での生育を調べたところ、細菌の生育は緩慢か生育
を認めなかった。プロピオン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出
されないか、輸血後に検出されると考えられた。

45

80030 2008/
03/12

70993 鳥インフル
エンザ

China View,
www.chinaview.cn 2008-
01-10

2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥インフルエンザ感染患者は、
患者であった息子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの変異は
認められていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽との接触がない
ため、息子の感染源は明らかになっていない。息子は11月24日に発症し、12月2
日に死亡し、父親は12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザワ
クチンは臨床試験Phase IIの段階にある。

鳥イ に同じ鳥イ 年 月に江蘇省南京 発生した 歳男性 鳥イ ザ感染患者は鳥イ に同じ鳥イ に同じ鳥イ に同じ鳥イ 年 月に江蘇省南京 発生した 歳男性 鳥イ ザ感染患者は鳥イ 年 月に江蘇省南京 発生した 歳男性 鳥イ ザ感染患者は鳥イ 年 月に江蘇省南京 発生した 歳男性 鳥イ ザ感染患者は80045 2008/
03/25

71075 鳥インフル
エンザ

WHO/CSR 2007年12月9
日

中国におけるトリインフルエンザの状況（update5）：2007年12月9日、中国衛生省
は同ウイルスの新規ヒト感染症例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月
2日に同ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中である。中国
での確定例は27例で、うち17例が死亡している。

46

鳥イ 年 月 中国におけるトリイ ザ 状況（ ） 年 月 中国衛生省鳥イ 年 月 中国におけるトリイ ザ 状況（ ） 年 月 中国衛生省鳥イ 年 月 に同じ鳥イ 年 月 に同じ鳥イ 年 月 中国におけるトリイ ザ 状況（ ） 年 月 中国衛生省鳥イ 年 月 に同じ鳥イ 年 月 に同じ鳥イ 年 月 に同じ鳥イ 年 月 中国におけるトリイ ザ 状況（ ） 年 月 中国衛生省80045 2008/
03/25

71075 日本脳炎 Epidemiol Infect 2007;
135: 974-977

2004年11月から2005年2月にかけて、日本の西部に位置する広島県の野生イノ
シシから血清25検体を採取した。日本脳炎ウイルス（JEV）に対する抗体検査
を、IgMキャプチャー及びIgG酵素免疫測定法（ELISA）、並びにプラーク減少中和
試験により行った。17検体（68％）がJEV中和抗体陽性だった。中和抗体陽性検
体は全てIgG-ELISA陽性だった。1検体はIgMも陽性だった。約70％の野生イノシ
シが抗JEV抗体陽性であることが示され、この地域のJEV感染サイクルに関与し
ている可能性が提示された。

本脳炎 年 月から 年 月にかけ 本 西部に位置する広島県 野生イ本脳炎 年 月から 年 月にかけ 本 西部に位置する広島県 野生イ本脳炎 に同じ本脳炎 に同じ本脳炎 年 月から 年 月にかけ 本 西部に位置する広島県 野生イ本脳炎 に同じ本脳炎 に同じ本脳炎 に同じ
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